
現場の 

 
 
   
 
田植機が未舗装の農道を走行中に前輪が横滑りして脱輪、転倒。 
（打撲 ・滋賀県 ７５歳男性）  
 
 
 

事例 

調査から分かった現場の状況 

 
 

自分で今日から取り組もう 

木板での補修は降雨によりむしろ危険となる 

今日もニコニコ

無事カエル！
ストップ！農作業事故！！

みんなと一緒に取り組もう 

現場の写真 

道はもともと狭く（およそ１．４ｍ）、小川側の縁
は軟らかくて、車輪が食い込んだり、滑るため、
それを防ぐために木の板（長さ3ｍ、幅50cm、厚
み7cmほど）を敷いていた。当日は降雨で板が

濡れており、濡れた板の表面で前輪が川の方
に横すべりして脱輪。 

心に刻もう 

先人の事故被害を無駄にしないために 

ここには、事例に応じた対策を記載していますが、実際には、使用
する機械や道具の状態、ほ場や農道の状況によって、現場に応じた
様々な対応策が考えられます。地域における農作業事故根絶に向け
て、どのような取組がもっとも効果的か、地域の皆様で継続して検
討していきましょう。 

農作業事故の聞き取りによる詳細調査 

から得られた事故別対応策 

○補修に用いる材料の特性を考慮する。  

 

○路面、路肩の補修、農道の拡張など検討する。 

 

農水省 農作業安全  検索 

この他にも農作業安全情報をＨＰに掲載！ 


